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令和 5年 2月 13日 

足立区立第五中学校 

校長 石井 秀生 様 

 学校関係者評価部会 

松田 正之 

令和 4年度 学校関係者評価書 

１．自己評価書（学校経営計画・自己評価書）全般について 

（１）所感 

   自己評価結果は妥当であり適切に分析されている。評価が不適切と判断される項目もある

が、概ね評価が厳しすぎるという意見や評価項目に対する疑問であり、学校運営に対し問題

を感じているのではない。３年目となるコロナ禍において学校活動に制限があるものの、タ

ブレット端末などの整備が一気に進んだなど利点もある。近年若い先生方が多くなっており、

活発な動きを取り戻すことでより良い学校になることに期待したい。 

   

（２）今年度の重点目標とそれに向けた取組みについて 

 ア．学力向上アクションプラン 

「学力向上アクションプラン」に則った取り組みが行われている。副校長を中心に組織的

に OJTに取組むなど前向きな対応がとられている。ただし生徒の学習用タブレットの活用

が目標達成には至っておらず課題もみられる。また、学習コンテストにおける成果が目標

に届かなかったことは残念に思う。 

 イ．自己肯定感の育成 

   生徒の学校生活での満足度は 94.8％と高く学校の取り組みに成果がみられる。一方では 

ボランティア活動に対する肯定的な回答が 55.2％と低い。自主的に参加する生徒が少ないこ 

とは残念に思う。特に１年生の参加が少なく周知に努めてもらいたい。一時期目立たなく思 

えた生徒の挨拶も活発になってきている。ボランティア活動同様に「自ら・積極的に」とい 

う姿勢が芽生えるまで継続して欲しい。不登校生徒に対しては別室登校などにより指導され 

ているが、けして少ない数字ではない。家庭と連携をとりながら改善されることに期待した 

い。「力に頼らない指導の徹底」には共感をおぼえる。「こころの声」を活用し「いじめ」を 

含む生徒の実態把握に努めてほしい。 

 ウ．保護者・地域との積極的な連携によるコミュニティ・スクール（CS）活動の推進 

   保護者・地域からの学校に対する満足度が 91.2％と高い。CS運営委員会（運営協議会） 

による実効性のある活動によるものと思われる。コロナ禍において実施できなかった生徒お 

よび教員との意見交換会の実施を望む声が多い。来年度に期待したい。 

 

２．学校から提示された「課題」や「保護者・地域への期待」について 

コミュニティ・スクールとして指定を受け、地域力を活用した教育活動に対する期待は大き 

い。広報活動や地域参観日の活用により地域における有為な人材の発掘に努めてほしい。 

以上 
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学校関係者評価部会 委員の意見（抜粋） 

（１）重点的な取り組み事項―１ 「学力向上アクションプラン」 

評価結果  （達成度 △） 適切  4 不適切  2 

・ 学校の評価を素直に認めます。 

・ 来年度は区学力調査平均をすべての教科でクリアしてほしい。 

・ 今後タブレットや AIドリルを更に活用してほしい。 

・ 基本的に区学力調査の％をあげてほしい。 

・ 達成度の低さはコロナ禍によるもあり、評価は△よりも〇でよいと思います。 

・ 朝読書、朝補習等での結果が思わしくないが、これは朝のみのものではなく、すべてを 

  通して達成されるものと思われるので、項目そのものが相応しくないと感じる。 

・ 朝読書、放課後補充教室が達成度△だが土曜スクールなどの〇もある。〇でよいのでは？ 

    

（２）重点的な取り組み事項―２ 「自己肯定感の育成」 

評価結果  （達成度 ◎） 適切  2 不適切 3 

 

（３）重点的な取り組み事項―３ 「保護者・地域との積極的な連携による CS活動の推進」 

評価結果  （達成度 〇） 適切  4 不適切  1 

    

CS運営委員会：栗田泰夫・森美枝・郭邦植・土方紀昌 PTA会長：後藤昭仁    

評価部会：市川恵一 

・ 生徒の満足度は高く（94.8％）自己肯定感は達成されている。不登校、いじめ問題はもう 

少し違った観点からも考えるべきだと思う。 

・ 達成度◎は不適切と感じました（来年度への期待をこめて）。 

・ 学校としての評価が適切だと思います。 

・ 学校全体でボランティア等の周知をしてほしい。私としての評価は〇以下。 

・ 改善が見えているのにあと一歩踏み込めていない感があった。評価は〇がよいと思う。 

（挨拶は◎でよいと思う） 

 

・ それぞれにできない理由があり限りなく◎に近いと思いました。 

・ 来年に期待します。 

・ 特に意見交換会は実施してほしかった。 

・ コロナ禍でも学校は地域との連携を頑張ってくれていたと思うので、達成度は◎でよい。 

・ コロナ禍により中止となった事業が多い中、全体的に満足度が高くよいと思う。 

・ 先生や生徒との意見交換会はコロナ禍でも実施してほしかった。 

 


